
公明党文化芸術振興会議 2014.5.19 

 

【提言概要】 

「わが国の文化芸術をすべての人々のために、 

世界の文化の発展のために」 
 

～ 2020 年 東京オリンピック・パラリンピック開催に向け、 

文化芸術基盤の飛躍的な充実を ～ 

 
 
【提言１】 実演芸術の振興政策の飛躍的な充実を  

－メディア芸術、映画、美術、生活文化にも固有の政策形成を 
 

① 全国での多様、多彩な実演芸術活動を育成する支援の推進 
② 日本固有の実演芸術作品（かぐや姫など）の創作・公演等を促進する助成

制度の創設 
③ 料理、製菓、理美容などの生活文化分野で、「最優秀職人（仮称）」認定制

度を創設し、若手を含め人材の育成 
④ 子どもの実演芸術の鑑賞・体験機会の充実（年 1 回程度へ拡充。 

伝統文化親子教室を 26 年度の 9,000 か所から、1 校 1 か所程度へ） 
 
【提言２】 芸術活動の基盤形成のための事業の充実を   

 
① 実演芸術分野で活躍する、国内の専門人材の育成・交流および海外のトッ

プクラス人材との交流拠点として「実演芸術連携交流センター（仮称）」

を創設。 
② 豊かな伝統芸能を鑑賞・体験するとともに情報提供ための拠点として、 

｢和の空間｣を創設 
③ 学校教育に伝統文化・芸能に関する教育を確立 
④ 著作権制度の充実とアジア地域への取り組みの強化 
 



【提言３】 文化芸術を観光・国際交流に生かす政策展開を 
 

① 国際的な文化交流基盤の強化のために在外公館の文化的機能を強化 
② 地域の多様な文化芸術資源を観光に活用するための支援策の強化 
③ 優れた文化・伝統をストーリーとして現す「日本遺産（仮称）」を認定し、

整備・活用を支援 
 
【提言４】 ICT の活用により、文化芸術へのアクセスを便利に 

 
① 幅広いジャンルの公演情報等を集めたポータルサイト等により、国内外へ

の発信力を強化 
② 「電子チケット」を推進し、いつでも海外からでも購入可能に 
③ ビッグデータの活用により、公演・展示に対するニーズの把握 
 
【提言５】 障がい者の文化芸術推進のための基盤整備を 

 
① 地域の美術館・文化施設等における、障がい者による作品の調査、評価、

収集、保管、展示などに対する支援事業や活動拠点機能を付加する取り組

みに対する支援事業を創設 
② 国際社会への情報発信と連携の強化 
③ 評価・発信を行うための人材育成 
 
【提言６】 総合的・効果的な文化政策実現のため、「文化省」を設置 

 
【提言７】予算の拡充と税制 

 
① 2020 年までに文化関連予算を国家予算の 0.5%に高める 

※2012 年現在 日本 0.11%、韓国 0.87％、フランス 1.06%、ドイツ 0.39％ 
② 寄付税制を見直し、寄付文化を醸成 
③ 能楽堂などの固定資産税軽減の継続および民間劇場等への対象拡大 
④ 鑑賞用チケットを非課税に 


